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論 文 内 容 の 要 旨 
 本研究はタンガニイカ湖に生息するカワスズメ科魚類、Telmatochromis vittatusの繁殖生態について調べた。
本論文の第１章は、雄の繁殖戦術と雌の産卵行動の詳細の記載である。本種の雄は４つの戦術、つまり巣を防
衛するなわばり雄とその雄に繁殖寄生する小型雄（スニーカ ；ー＜34mm、SL）と大型雄（パイレーツ；＞60mm）、
そしてなわばり雄とは無関係の場所で繁殖するサテライト雄（38-58mm）によって特徴付けられた。スニーカー
はなわばり雄と雌との産卵中に機会的に放精し、パイレーツはなわばり雄の産卵イベントを乗っ取り、その後
のすべての受精を独占した。そのため、パイレーツの産卵乗っ取りはなわばり雄の繁殖成功に大きな損失を与
えるように思われた。 
 本論文の第２～４章は産卵乗っ取りに対しなわばり雄はいかに対処するのかということを巣選択（２・３章）
と精子競争（４章）の観点から調査した結果である。パイレーツは巣間の距離が近い巣によく訪問し、その結
果、他巣から離れた巣はパイレーツによる産卵乗っ取りの危険性が低かった。本種の雄は大きいほど競争に強
く、大きななわばり雄は巣間距離が遠く、そしてパイレーツの訪問頻度が低い巣を防衛していた。このことは、
巣の選択によりなわばり雄はパイレーツによる乗っ取りの危険性を回避することを示唆している。 
 この巣選択の結果、なわばり雄は産卵乗っ取りの可能性がある雄とない雄に分けられた。なわばり雄は乗っ
取られた後にスニーカーとして産卵イベントに参加するので、前者のなわばり雄は精子競争を経験するのに対
し、後者は精子競争を経験しない。乗っ取り危険性のあるなわばり雄の精子はスニーカーと同様に寿命が長く、
鞭毛が短い精子を持つのに対し、乗っ取りを受けなかったなわばり雄はパイレーツと同様に寿命が短く、鞭毛
が長い精子を持っていた。寿命の長い精子はより長い間、産卵雌の周りに留まれるため、スニーカーと乗っ取
り危険性のあるなわばり雄はそのような精子を生産することで受精を得る可能性を高くできると考えられた。
これまでの精子の質を調べた研究のほとんどは戦術間で精子の特徴が異なることを示しているが、本研究は同
じ戦術であっても受ける精子競争の危険性が異なれば異なる特徴を持った精子を生産することができることを
示した始めての研究である。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 多くの動物で雄の代替繁殖戦術の多型が知られている。多くの場合には、雄はなわばり雄とその繁殖に寄生
するスニーカー雄にわけられる。一方、なわばり雄から雌を奪い受精だけを行う乗っ取り雄も知られている。
スニーカーおよび乗っ取り戦術は、なわばり雄の配偶に寄生することで配偶の機会を得るため、なわばり雄に
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大きなコストをもたらす。代替戦術をともなう種の戦術の共存機構や複雑な動物社会の進化を考えるうえで、
このコストから生じる戦術間の対立や相互作用を考慮することは重要である。 
 本論文は、戦術多型が顕著な魚Telmatochromis vittatusを対象として、「なわばり雄はスニーカー雄や乗っ
取り雄にどう対処するのか？」という疑問の解決を目指したものである。本種では、なわばり雄は乗っ取り雄
が頻繁に来ない巣を選択することによって、乗っ取りの危険性を回避することが示された。また、この巣選択
の結果、なわばり雄は乗っ取りを受ける可能性がある雄とない雄に分けられた。なわばり雄は乗っ取られた後
はスニーカーとなるので、乗っ取りを受ける可能性があるなわばり雄はスニーカーになりやすい。これらのな
わばり雄のグループ間で精子の質を比較した結果、スニーカーになりやすいかそうでないかによって、異なる
精子を生産していることが明らかになった。 
 本論文により、なわばり雄の巣選択への繁殖寄生の影響、そして同じなわばり戦術を持つ雄が状況によって
異なる精子を生産することが、初めて報告された。本論文の成果は、戦術多型の進化に焦点を当てた研究の再
考を促し、これからの研究に新たな方向性を与え、革新的な発展をもたらすと期待される。以上により、本論
文は博士（理学）の学位を授与するに値するものと審査した。 
